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県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
（
佐
藤
英
樹

校
長
、生
徒
数
7
9
3
人
）の
開
校
式
が
９

月
２
日
、
同
校
第
1
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
、

生
徒
や
教
職
員
、
学
校
関
係
者
な
ど
約
１

０
０
０
人
が
参
加
し
開
校
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
秋
田
県
第
５
次
高
校
整
備
総

合
計
画
の
も
と
、
市
内
の
県
立
高
校
３
校

（
鷹
巣
、
鷹
巣
農
林
、
米
内
沢
）
と
市
立

高
校
１
校
（
合
川
）
の
４
校
が
統
合
し
て

平
成
23
年
４
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。
学
科

は
普
通
科
５
学
級
、
農
業
科
２
学
級
か
ら

編
成
さ
れ
、
県
北
地
域
で
は
最
大
規
模
の

高
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
４
月
８
日
に
同
校
の

開
校
式
と
入
学
式
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、

前
日
の
宮
城
県
沖
で
発
生
し
た
地
震
で
、

東
北
各
地
で
は
広
く
停
電
等
の
被
害
が
発

生
し
、
入
学
式
は
予
定
よ
り
１
週
間
遅
れ

の
４
月
15
日
に
行
わ
れ
、
開
校
式
に
つ
い

て
は
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
秋
田
県
教
育
委
員
会
の
米

田
進
教
育
長
が
「
本
校
は
北
秋
田
市
に
設

置
さ
れ
る
唯
一
の
高
等
学
校
と
し
て
21
世

紀
の
県
北
に
活
力
を
与
え
る
べ
く
、
幅
広

い
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
多
様
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
生

徒
の
皆
さ
ん
は
恵
ま
れ
た
教
育
施
設
を
十

分
に
活
用
し
、
全
国
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ

る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
秋
田
北
鷹
高
等

学
校
が
ふ
る
さ
と
を
支
え
、
世
界
に
羽
ば

た
く
人
材
を
育
て
る
学
校
と
し
て
充
実
発

展
す
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
」
な
ど
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
、
津

谷
市
長
が
挨
拶
し
、
そ
の
う
ち
津
谷
市
長

は
「
秋
田
北
鷹
高
校
が
県
北
地
域
を
代
表

す
る
核
た
る
高
校
と
し
て
、
北
秋
田
地
域

発
展
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
切
に
期
待

し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
校
長
挨
拶
と
生
徒
会
長
の
誓
い
の
こ
と

ば
の
あ
と
、
校
名
・
校
章
・
校
歌
の
作
成

者
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
開
校
を
祝
い
ま
し
た
。
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▲生徒や教職員、学校関係者約1000人が参加
し開校を祝う

県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
開
校
式

県
北
地
区
の
核
と
な
る
高
校
を
目
指
し
て

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
９
月
１

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
市
議
会
９
月
定

例
会
の
概
要
や
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の

報
告
、
8
月
17
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害

の
被
害
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ

い
て
「
台
湾
か
ら
の
観
光
客
誘
致
と
大
館

能
代
空
港
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
復
活
を

目
指
し
て
、
秋
田
県
、
山
形
県
両
知
事
と

と
も
に
台
湾
を
訪
問
し
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
展
開
し
て
い
る
『
微
風
広
場
』
と
『
シ

テ
ィ
ス
ー
パ
ー
』
へ
の
訪
問
で
は
、
秋
田

県
産
物
の
安
全
性
を
説
明
す
る
と
と
も
に

北
秋
田
市
産
の
生
産
物
の
販
路
拡
大
の
可

能
性
を
探
り
な
が
ら
北
秋
田
市
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。
ま
た
、『
復
興
航
空
』
を
は
じ
め
、

『
中
華
航
空
』
と
『
エ
バ
ー
航
空
』、
台
湾

交
通
部
観
光
局
へ
の
訪
問
で
は
、
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
復
活
と
北
秋
田
市
の
魅
力
を
積

極
的
に
売
り
込
み
、『
秋
田
と
山
形
を
う
ま

く
結
び
つ
け
る
観
光
ル
ー
ト
を
検
討
し
た

い
』
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
今
後
に

向
け
た
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
台
北
市

内
の
航
空
会
社
や
旅
行
会
社
、
観
光
業
界

の
関
係
者
約
１
０
０
名
を
一
同
に
集
め
た

『
秋
田
県
・
山
形
県
観
光
情
報
交
流
会
』

に
出
席
し
、
北
秋
田
市
観
光
情
報
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
北
秋
田
市
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
一
緒
に
訪
問
し
た
山
形
県
も
同

じ
雪
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
北
秋
田

市
ら
し
さ
を
前
面
に
押
し
出
す
必
要
が
あ

る
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
台
湾
の
方
々
が

秋
田
県
、
そ
し
て
北
秋
田
市
の
イ
メ
ー
ジ

を
ど
う
抱
い
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
観
光
客
の
誘
致
に
非
常
に
参

考
に
な
っ
た
訪
問
で
し
た
。 

今
後
は
県
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
台
湾
か
ら
の

観
光
客
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
報
告
し
、
今
後
の
取
り
組
み

に
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

▲台湾トップセールスについて報告する津谷
市長

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

台
湾
か
ら
の
観
光
客
誘
致
へ

　
第
35
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
写

真
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
県
立
秋

田
北
鷹
高
等
学
校
３
年
の
吉
原
百
合
香
さ

ん
が
８
月
24
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷

市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
吉
原
さ
ん
の
作
品
は
、
８
月
３
日
か
ら

7
日
に
福
島
県
会
津
若
松
市
の
福
島
県
立

博
物
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
、
第
35
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
写
真
部
門
に

お
い
て
、
全
国
か
ら
出
品
さ
れ
た
３
０
８

点
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
（
３
点
）
に
見
事

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
優
秀
賞
の
中

か
ら
１
点
が
選
ば
れ
る
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
、
モ
ノ
ク
ロ
で
「
現
代
社

会
と
農
業
」
の
関
係
を
生
徒
の
視
点
で
表

現
し
、
農
業
を
学
ぶ
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
モ

デ
ル
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
佐
藤
校
長
、
小
野
博
美
部
長
、

吉
原
さ
ん
の
３
人
が
来
庁
し
受
賞
を
報
告
。

津
谷
市
長
は
「
北
鷹
高
校
の
あ
る
地
元
の

市
長
と
し
て
非
常
に
誇
ら
し
い
。
北
鷹
高

校
が
今
年
か
ら
開
校
し
、
初
年
度
で
こ
の

よ
う
な
快
挙
で
大
変
う
れ
し
い
し
、
他
の

生
徒
に
も
励
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
吉
原
さ
ん
は
、「
こ
れ
を
期
に
写
真
に
対

し
て
よ
り
深
く
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
部
活
の
後
輩
に
写

真
技
術
を
伝
え
、
自
分
を
越
え
る
技
術
を

身
に
つ
け
将
来
全
国
大
会
で
自
分
と
同
じ

賞
を
取
れ
る
よ
う
指
導
し
た
い
。
自
分
自

身
も
日
々
写
真
を
撮
り
続
け
、
努
力
し
実

力
を
磨
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
秋
田
北
鷹
高
校
の
写
真
部
は
、
前
身
で

あ
る
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
の
美
術
部
写
真

班
が
部
に
昇
格
し
た
昭
和
36
年
に
始
ま
り
、

今
年
で
50
年
目
を
迎
え
ま
す
。
秋
田
県
内

で
は
唯
一
モ
ノ
ク
ロ
写
真
1
0
0
％
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
度
の
全
国
大

会
で
最
優
秀
賞
、
平
成
18
年
度
に
優
秀
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

▲津谷市長に最優秀賞と文部科学大臣賞の受
賞を報告する吉原さん

秋
田
北
鷹
高
校
写
真
部
３
年
吉
原
百
合
香
さ
ん

最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

◇
8
月
16
日
〜
9
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

８
月
16
日（
火
）▽
三
鷹「
東
日
本
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」視
察（
東
京
都
）

17
日（
水
）▽
台
湾
訪
問
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
活
動（
〜
19
日
ま
で
）

21
日（
日
）▽
第
６
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会（
文
化
会
館
）

22
日（
月
）▽
主
幹
級
職
員
と
の
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

23
日（
火
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式（
文
化
会
館
）▽
第
45
回
財
団
法

人
秋
田
県
遺
族
連
合
会
北
秋
田
郡
市
地
方
大
会（
文
化
会
館
）

24
日（
水
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
写
真
の
部
文
部
科
学
大
臣
表

彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
臨
時
取
締
役
会

（
阿
仁
庁
舎
）

25
日（
木
）▽
阿
仁
地
区
移
動
行
政
懇
話
会（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

26
日（
金
）▽
森
吉
地
区
移
動
行
政
懇
話
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

29
日（
月
）▽
合
川
地
区
移
動
行
政
懇
話
会（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

30
日（
火
）▽
鷹
巣
地
区
移
動
行
政
懇
話
会（
中
央
公
民
館
）

31
日（
水
）▽
坊
沢
地
区
自
治
会「
市
長
と
語
る
会
」（
坊
沢
公
民
館
）

９
月
1
日（
木
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

２
日（
金
）▽
秋
田
県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
開
校
式（
同
校
）▽
北
秋
田
市
土
地
改
良

区
合
併
推
進
協
議
会
講
演
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

３
日（
土
）▽
北
秋
田
市
自
治
会
長
会
連
絡
協
議
会
役
員
研
修
会（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
）

４
日（
日
）▽
平
成
23
年
度
奥
羽
日
本
訓
練
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
競
技
会（
北
欧
の
杜

公
園
）▽
第
18
回
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
及
び
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
農
業
者
大
会（
鷹
巣
体
育
館
）

５
日（
月
）▽
綴
子
小
学
校
全
国
小
学
校
陸
上
競
技
交
流
大
会
出
場
報
告（
本
庁
舎
）

６
日（
火
）▽
平
成
23
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

７
日（
水
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
合
川
地
区
敬
老
式（
合
川
体
育
館
）

８
日（
木
）▽
平
成
23
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

９
日（
金
）▽
平
成
23
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

10
日（
土
）▽
２
０
１
１
年
第
４
回
軽
ト
ラ
市（
鷹
巣
駅
前
通
り
商
店
街
）▽
鷹
巣
駅
前

通
り
商
店
街
シ
ャ
ッ
タ
ー
ペ
イ
ン
ト
除
幕
式（
鷹
巣
駅
前
通
り
商
店
街
）

13
日（
火
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
森
吉
地
区
敬
老
式（
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

15
日（
木
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
阿
仁
地
区
敬
老
式（
阿
仁
体
育
館
）
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